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ご

挨

拶

昨
年
度
総
会
　
懇
親
会
の
こ
報
告
と

今
年
度
の
こ
案
内

日
霜

雪

〈〓長

森

田

治

夫

％
ｒ
“
％
，
煙
“
蛇
が
“
％
，
“
爬

電
ド
“
％
，

会
員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て
お
過

ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

母
校
の
１
２
５
周
年
記
念
事
業
募
金

に
つ
き
ま
し
て
　
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
総
会
　
懇
親
会
は
　
６
月
２

日
に
来
賓
２
名
　
会
員
“
名
の
ご
出
席

を
得
て
　
多
摩
平
の
森
ふ
れ
あ
い
館
に

て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

第
１
部
総
会
で
は
　
平
成
１８
年
度
の

事
業
報
告
　
△
〓
計
報
告
　
１９
年
度
事
業

計
画
　
予
算
を
提
案
し
　
原
案
ど
お
り

ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
母
狡
か
ら
お
見
え
い
た
だ
き

ま
し
た
清
水
敏
常
務
理
事
　
本
問
千
佐

子
総
長
室
調
査
役
か
ら
　
ご
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

第
２
部
は
　
か
つ
て
早
大
と
東
芝
で

ラ
グ
ビ
ー
の
選
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
た

当
会
々
員
の
佐
藤
和
吉
さ
ん
に
　
『荒

ぶ
る
魂
』
と
題
し
て
　
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
た
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
来
る
０
月
２９
日
（曰
）
に
は

第
”
回
の
総
会
　
想
親
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
が
　
今
年
は
役
員
改
選
の
年
で
す
。

●
２０
年
度
事
業
計
画

予
算

０
役
員
改
選

ｔ４‐
来
賓
挨
拶

０
各
回
好
会
幹
事
挨
拶

千
田
吉
郎
会
長
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
て

８
年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
　
幹
事

と
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
同

好
会
の
活
動
も
幅
広
く
な
り
ま
し
た
が

今
後
の
当
会
の
新
た
な
発
展
を
期
し

若
返
り
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
会
第
２
部
で
は
　
当
会
々
員
の
北

川
賢
治
さ
ん
に
お
願
い
し
　
『
死
ぬ
の

は
い
や
だ
　
だ
け
ど
死
ぬ
―
仏
教
よ
も

や
ま
ば
な
し
１
』
と
題
し
て
　
商
社
を

退
職
さ
れ
て
か
ら
僧
侶
に
な
ら
れ
た
動

機
と
仏
教
に
関
連
し
た
お
話
を
伺
う
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

ど
う
そ
多
数
の
会
員
の
皆
様
が
ご
参

加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
　
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

早稲田ラガーマンの裏話
を語るtt藤和吉さん

(籠師ブロフィール〕 曰
時
　
平
成
２０
年
６
月
２９
０
（曰
）

（午
後
２
時
３０
分
よ
り
）

会
場
　
多
摩
平
の
森
ふ
れ
あ
い
館

●
５
８
５
　
２
０
０
０

（
訳
中
央
線
豊
田
駅
北
□

徒
歩
７
分
　
地
図
参
照
）

会
贅
　
５
千
円

（会
場
で
徴
収
）

＾
第
１
部
）
総
会

議
題
　
“
平
成
１９
年
度
事
業
報
告

会
計
報
告

《第
２
部
》
講
洟３^

時
２０
分
よ
り
）

演
題
　
『死
ぬ
の
は
い
や
だ

だ
け
ど
死
ぬ
　
仏
教

よ
も
や
ま
ば
な
し
　
」

講
師
　
北
川
　
賢
治

（３７
　
商
）

曰
野
稲
門
会
々
員

＾
第
３
部
》
懇
親
会

（４
時
３０
分
よ
り
）

会
場
　
合
花
飯
店

８
５
８
６
　
２
０
７
０

（源
豊
田
駅
北
ロ
　
フ
ァ
ミ

ー
ユ
泉
王
３
Ｆ
）

き
た
が
わ
　
ま
さ
は
る

北
川
　
賢
治
さ
ん

昭
和
”
年
　
第

一
商
学
部
卒
．
向
年
丸
紅
い
入
社
．

繊
維
部
門
の
営
業
畑
を
歩
む
。
定
年
退
職
後
　
仏
救

真
宗
教
学
を
堂
こ
か
。
平
成
■
年
　
浄
土
真
宗
本
願
寺

に
て
得
度
．
平
成
”
年
　
本
顧
寺
派
学
位

「得
業
」

晏
与
さ
れ
る
．
現
在
　
布
救
活
動
の
か
た
わ
ら
後
進

の
■
導
に
あ
た
る
．
福
丼
県
出
身
．

集まり散じた3万5千人
125周年記念式典開催

母l●の創立125周年記念式中は 昨

年10月21曰記念会堂において開催さ

れた。

当日は 海外59大学の学長を含む

国内外tr大学々長約120名が見守るな

か 福田康夫総理大臣をはじめ 校

友 3千名が招かれた,(写真下)

また記念式典のあと 白丼克彦総

長を先頭に 来賓と大学関係者たち

による記念パレードが行われた。

キヤンバス内の各会場では 盛リ

だくさんな記念のイベントも開催され

この一日で 3万 5千 人を超える在

校生と技友たちが集まり散じた。

そしてフィナーレは 大限講堂前で

会場を埋め尽くす人々が一体となって

校歌の大合唱と 「フレーフレーワセ列

のエールにより幕を開じた。

1「1111月学1108412月 十よりllxll)

中央線 ●田駅lt口 徒歩 7分バス
 需発曹警飛1讐韓蓄ギL従歩,分

《稲門会会費の納入をお願いします。》
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同
好
会

・
行
事
だ
よ
り

第40回の人イキング参加者―同で記念撮影
(上高地明神池付近にて)

ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会
は
　
日
野
稲
門

会
々
員
有
志
で
構
成
さ
れ
る
山
歩
き
を

楽
し
０
会
で
す
。
「
登
山
」
と
言
う
言

葉
を
使
わ
ず
　
「
山
歩
き
」
と
し
ま
し

た
よ
う
に
　
初
心
者
向
き
の
コ
ー
ス
を

ゆ
っ
く
り
と
し
た
ペ
ー
ス
で
　
皆
で
楽

し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と
を
主
眼
と
し
て

い
ま
す
。

‐９
年
度
は
　
５
月
”
日
に
坪
山
、
９

山
歩
き
は
　
有
酸
素
運
動
そ
の
も
の

で
あ
る
う
え
　
き
れ
い
な
空
気
と
山
頂

到
着
時
の
達
成
感
　
そ
れ
に
自
然
に
囲

ま
れ
て
歩
く
解
放
感
と
健
康
維
持
に
は

最
適
の
趣
味
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
会
員
数
は
２３
名

（う
ち
女
性

３
名
）
で
す
が
　
体
力
的
に
５
時
間
程

度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
可
能
な
方
で
あ

れ
ば
　
い
つ
な
り
と
も
大
歓
迎
で
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

いつ

△
バ

ゴ
ル
フ
同
好
会

幹
事

山
内
　
治
男

３^５
　
教
育
）

埒
年
度
春
の
コ
ン
ペ
は
　
５
月
四
曰

（金
）
に
埼
玉
県
の

「
森
林
公
園
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
」
で
開
催
。
２３
人
が
参
加
し
、

優
勝
は
山
□
隆
久
氏
で
し
た
。

秋
は
　
節
日
に
あ
た
る
¨
回
大
会
で

１０
月
５
日
（金
）
山
梨
県
の

「
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
フ
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ー
」
で

２‐
人
が
プ
レ
ー
し
　
山
崎
公
敬
氏
が
優

勝
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
サ
０
ン
バ
ス
で
の
送
迎
で

往
き
は
　
今
日
の
ゴ
ル
フ
ヘ
の
取
り
組

み
を
熱
く
語
り
　
帰
途
は
車
内
で
の
表

彰
式
を
行
い
ま
す
が
　
ア
ル
コ
ー
ル
も

ほ
ど
よ
く
ま
わ
り
　
成
績
し
だ
い
で
反

省
の
弁
し
き
り
の
人
　
勝
て
ば
官
軍
と

ば
か
り
の
自
慢
話
な
ど
賑
や
か
な
も
の

で
す
。

や
は
り
早
稲
田
同
窓
の
人
た
ち
　
飲

０
ほ
ど
に
酔
う
ほ
ど
に
、
そ
の
楽
し
さ

が
盛
り
上
が
り
ま
す
。
高
速
道
路
を
降

り
る
と
　
い
つ
も
校
歌
斉
唱
。
熱
き
心

で
早
稲
田
大
学
校
歌
を
大
合
唱
し
ま
す
。

今
年
も
春
は
５
月
３０
日

金^
）

秋
は

１０
月
３
日
（金
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
　
懇
親
会
の
席
か

電
話
等
で
幹
事
ま
で
お
申
し
込
み
を
。

月
１
曰
　
２
日
に
上
高
地
と
乗
鞍
岳

１１
月
３
０
に
高
川
山
を
歩
き
、
今
年
の

３
月
１５
日
に
は
　
日
の
出
山
方
面
を
歩

き
ま
し
た
。

各
回
の
参
加
者
数
は
　
平
均
１０
数
名

で
す
が
　
第
４０
回
と

百
う
節
日
を
迎
え

た
昨
年
９
月
に
は
特
別
参
加
者
も
含
め

て
　
総
勢
２６
名
で
　
バ
ス
を
チ
ヤ
ー
タ

ー
　
日
野
山
荘
に
１
泊
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
　
参
加
者
の
皆
様
に
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
２
日
目
の

乗
鞍
岳
　
剣
ヶ
峰
は
思
天
候
の
た
め

登
頂
を
諦
め
ざ
る
を
得
ず
残
念
で
し
た
。

幹
事

早
川
　
圭
典

（３６
　
政
経
）

歌
う
会
は
　
今
年
８
月
で
創
立
６
年

目
を
迎
え
ま
す
。
現
在
の
会
員
数
は
２‐

名
で
　
そ
の
う
ち
カ
ツ
プ
ル
が
５
組
。

毎
月
第
１
水
曜
日
″
時
か
ら
５
時
ま

で
　
三
沢
の
カ
ラ
オ
ケ
倶
楽
部

「
駅
」

を
借
り
切
っ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
会
の
特
徴
は
　
レ
ベ
ル
が
か
な
り

高
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
　
レ
パ

ー
ト
リ
ー
の
広
さ
、
そ
れ
に
昼
間
で
も

頓
着
せ
ず
に
よ
く
飲
０
こ
と
な
ど
で
す
。

こ
れ
は
濃
艶
な
店
の
マ
マ
も
太
鼓
判
を

押
し
て
い
ま
す
。

曲
曰
は
　
懐
メ
ロ
　
ム
ー
ド
歌
謡

シ
ャ
ン
ソ
ン
な
ど
が
多
く
　
近
ご
ろ
の

演
歌
調
は
ほ
と
ん
ど
歌
わ
れ
ま
せ
ん
。

毎
回
の
参
加
者
は
１５
名
程
度
で
　
，

名
あ
た
り
５
由
前
後
を
歌
い
ま
す
が

そ
れ
で
も

「
待
ち
時
間
が
長
い
」
と
の

ぼ
や
き
も
聞
こ
え
ま
す
。
な
に
せ
５
時

間
飲
ん
で
歌
い
ま
す
か
ら
　
相
当
の
気

力
　
体
力
が
無
い
と
つ
い
て
ゆ
け
ま
せ

ん
。
し
か
し
「老
い
て
ま
す
ま
す
云
々
」

と
ま
で
は
い
か
な
い
ま
で
も
　
皆
さ
ん

ル
ン
ル
ン
気
分
で
　
元
気
に
歌
っ
て
い

ま
す
。

バス車中で賑やかに表彰式

ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会

幹
事
　
士
口
原
　
　
正

３^４
　
政
経
）

Vii翻甥撤響||
霧

一

10入のBl 収入の部

■ 1‐■ 11'■ 11T111 1全 |■ ■ ■■ |■EI

前年度操越金 361098 30353つ

会 贅 238000 260000

受取利忠 428 0

寄付金 3000 0

組II強化補助■ 107000 eる]ナ摯撻麟

`1動

, 59000 早10■,1111t‖詢1

総会会● 265000 250000

絨収入 14000 25周年埃百チケットt 0

計 038526 902537

支Jの 部 支出のB「

文イヒ活動費 ,40016 収●祭| イヽキン

“

t 140000 収

"聟

ナ|イキング他

会報発行● 55725 第17号400部 55000 第18号400部

名簿関係ロ 0 0

通信姜 14122 総会 収積景 15000 総会 収種祭

旅費交通費 34040 会輸三多庫支

“

他 26000 会報三多摩支口他

会議薔 10130 会館使用料他 10000 会館●曰料他

議会費 36000 会長会三多摩支部 59000 会長会 三多撃支ロ

事務n8費 11796 インク宛名ラバル地 12000 インク殉

`ラ

ベル他

支払手数料 11160 郵便振込手数料 13000 郵優振込手数料

雑 費 45000 258「イバント負担全 6000 ホームベージ

予備費 0 0

総会賣 297000 懇親会 議師闘礼 270000 懇鏡会 諄師躙礼

次年度繰越金 33353' 名

"発

行姜猥立金地 296537 名簿発行■預立金増

合 計 038526 90253?

預り金 2000 0

「美女Jと 歌えば なおなお楽し
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感
動
を
あ
り
が
と
う

日
野
荒
ぶ
る
会
々
員
　
三
浦
　
水ヽ
訓

（３‐
　
政
経
）

冬
の
楽
し
み
は
ラ
グ
ビ
ー
で
あ
る
。

ワ
セ
タ
の
戦
士
た
ち
は
　
昨
年
の
対
抗

戦
で
市
京
を
大
差
で
破
り
　
慶
應
に
は

得
点
を
与
え
ず
　
明
治
か
ら
は
７‐
対
７

と
史
上
最
多
得
点
を
と
り
　
優
勝
を
は

た
し
た
。

と
こ
ろ
が
で
あ
る
。
大
学
選
手
権
戦

に
入
る
と
　
帝
京
に
２
対
５
と
苦
戦
じ

辛
勝
。
さ
ら
に
慶
應
の
善
戦
に
は
よ
く

頑
張
り
　
あ
対
６
で
勝
ち
　
頂
点
に
立

っ
た
。
風
雨
の
中
　
ノ
ー
サ
イ
ド
の
笛

が
響
く
。
戦
場
の
芝
へ
　
３０
人
の
戦
士

た
ち
の
夢
は
溶
け
入
る
。

日
頃
　
ダ
ル
な
生
活
を
送
っ
て
い
る

私
に
清
々
し
い
感
動
を
与
え
て
く
れ
た

戦
士
た
ち
に
感
謝
し
　
立
ち
上
が
り
拍

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
会

現
在
会
員
数
は
２０
名
。
春
秋
の
年
２

回
　
近
場
の
公
園
　
河
川
流
域
を
中
心

に
開
催
し
て
い
る
。
毎
回
　
八
王
子

曰
野
カ
ワ
セ
ミ
会
々
長
の
粕
谷
和
夫
氏

と
　
下
重
喜
代
氏
が
　
野
鳥
の
姿
を
望

遠
鏡
に
素
早
く
キ
ャ
ッ
チ
じ
　
興
味
深

い
解
説
で
　
楽
し
ま
せ
て
く
だ
さ
る
。

”
年
度
の
春
は
　
６
月
２
日
に
浅
川

多
摩
川
流
域
で
開
催
．
８
名
が
参
加
し

”
種
類
の
野
鳥
を
観
察
し
た
。

秋
は
　
１１
月
２４
曰
に
１１
名
が
参
加
し

て
　
高
尾
の
森
林
科
学
園
で
開
催
し
た
。

当
日
は
野
鳥
の
姿
よ
り
も
声
の
鑑
賞
と

樹
木
と
野
草
の
観
察
が
主
体
に
な

っ
た
。

な
お
次
回
は
　
６
月
１
日

日^
）
に

開
催
す
る
予
定
と
な

っ
て
い
る
。

（”
　
教
育
　
阪
本
田
大
　
記
）

下重氏の解説を聞く会員
(森林科学国で)

試合開始3時間前から行機して応援
(昨年書の早慶 1回戦で)

秋
の
収
穫
祭

早
慶
戦
を

手
を
送

っ
た
。
肉
体
が
ぶ
つ
か
り
合
い

骨
が
軋
む
意
地
と
執
念
の
問
い
が
　
そ

こ
に
は
あ

っ
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
フ
ォ
ワ
ー
ド
が
強
く

驚
い
た
こ
と
に
法
政
戦
で
　
巨
漢
プ
ロ

ツ
プ
畠
山
が
、
ポ
ー
ル
を
抱
え
て
タ
ツ

チ
ラ
イ
ン
を
４０
メ
ー
ト
ル
独
走
し
て
ト

ラ
イ
。
日
前
を
駆
け
て
ゆ
く
後
姿
に

思
わ
ず
立
ち
上
が
り

「
行
け
行
け
―
」

と
声
を
あ
げ
た
。
こ
れ
は
フ
ロ
ツ
ク
で

は
な
い
　
強
い
フ
ォ
ワ
ー
ド
ゆ
え
の
何

回
も
練
習
し
た
に
違
い
な
い
　
そ
の
賜

物
だ
と
私
は
思

っ
た
。

い
つ
も
私
は
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
広
く

使
う
オ
ー
プ
ン
攻
撃
で
コ
ー
ル
に
飛
び

込
む
姿
を
見
た
い
と
思

っ
て
い
る
が

そ
れ
は
贅
沢
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
か
。

今
年
も
秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場
で
　
曰

野
荒
ぶ
る
会
の
同
志
と
と
も
に
　
新
し

い
感
動
に
出
会
い
た
い
も
の
だ
と
思

っ

て
い
る
。

そ
の
う
ち
子
供
違
は
２０
名
ほ
ど
で
す
。

上
の
中
か
ら
大
き
な
芋
を
掘
り
当
て
る

子
供
達
の
　
自
然
で
素
直
で
楽
し
そ
う

な
姿
を
　
大
人
達
は
見
る
こ
と
が
出
来

る
、
日
野
稲
門
会
の
文
化
事
業
と
言
え

ま
す
。

毎
年
収
穫
祭
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に

さ
つ
ま
芋
の
長
さ
　
重
さ
の
コ
ン
テ
ス

ト
や
　
な
そ
な
ぞ
遊
び
も
用
意
し
　
最

後
に
大
学
芋
を
ほ
お
ば
る
こ
と
も
出
来

ま
す
。
そ
し
て
掘
っ
た
さ
つ
ま
芋
と
里

芋
を
　
手
に
い
っ
ぱ
い
持
ち
帰
る
。

こ
の
よ
う
な
収
穫
祭
を
通
し
て
　
会

員
向
志
や
子
供
達
の

一
層
の
交
流
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
　
こ
の
事
業
の
核
で

あ
り
　
課
題
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
そ

の
た
め
に
　
今
年
の
１１
月
２
日
（日
）

に
予
定
さ
れ
て
い
る
収
穫
祭
で
は
　
焚

き
央
を
囲
み
　
焼
き
芋
を
楽
し
０
こ
と

な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
０
　
多
く

の
会
員
と
子
供
達
の
参
加
を
望
ん
で
い

ま
す
。

応
援
す
る
会

幹
事

生
川
　
　
博

（４‐
　
攻
経
）

昨
年
は
　
甲
子
園
の
ビ
ー
ロ
ー
　
斎

藤
佑
樹
投
手
が
神
官
に
登
場
し
、
東
京

六
大
学
野
球
の
人
気
を
沸
騰
さ
せ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
母
校
は
　
春
秋
と
も
優

勝
し
　
三
連
覇
を
達
成
。
ま
た
大
学
曰

本

一
の
栄
冠
を
も
獲
得
し
ま
し
た
。

「
早
慶
戦
を
応
援
す
る
会
」
は
　
早

慶
１
回
戦
を
観
戦
（応
援
）
し
て
い
ま
す
。

春
は
　
開
幕
８
連
勝
。
あ
と
１
勝
で
優

勝
と
い
う
優
位
に
あ
り
な
が
ら
攻
守
に

精
彩
を
欠
き
完
敗
。
秋
は
、
延
長
１２
回

裏
二
死
満
塁
か
ら
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
。

″応
援
成
績
″
は
　
母
校
の
３
連
覇
と

は
裏
腹
に
、
３
季
連
続
で
吉
杯
を
害
め

ま
し
た
。
今
年
も
投
打
の
層
が
厚
く

連
覇
を
重
ね
　
責
金
時
代
の
再
来
を
期

待
で
き
そ
う
で
す
。
当
会
も
観
戦
後
の

懇
親
会
で
　
久
方
振
り
の
美
酒
に
酔
い

校
歌
を
高
唱
し
た
い
も
の
で
す
。

会
員
は
、
現
在
２‐
名
。
次
回
は
　
５

月
３‐
日
本土
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

ご

一
緒
に
観
戦
さ
れ
ま
せ
ん
か
。

幹
事

小
笠
原
　
豊

（４０
　
政
経
）

今
年
で
収
穫
祭
も
い
よ
い
よ
１０
周
年

を
迎
え
ま
す
。
我
が
稲
門
会
活
動
の
中

で
　
唯

一
家
族
参
加
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

毎
年
６０
名
前
後
の
参
加
者
が
あ
り

日

野

稲

石

会

０
碁
同
１

５

第
７
回
オ
ー
ル
早
稲
田
囲
碁
祭
が

昨
年
６
月
９
日
に
　
日
本
棋
院
で
実
施
．

曰
野
稲
ろ
会
Ａ
ク
ラ
ス
は
　
Ｅ
ク
ラ
ス

に
出
場
。
三
将
　
丸
竹
六
段
　
河
津
四

段
　
二
浦
四
段
　
仲
林
三
段
　
藤
村
三

段
が
出
場
し
　
府
中
　
鎌
倉
　
稲
城

多
摩
　
東
久
留
米
と
対
戦
し
　
３
勝
１

敗
で
準
優
勝
と
大
健
間
で
し
た
。

日
野
稲
石
会
Ｂ
ク
ラ
ス
は
　
主
将

嶋
日
初
段
　
竹
内
初
段
　
市
野
初
段

長
谷
川
３
級
　
英
６
級
が
出
場
。
苦
戦

む
０
し
く
４
敗
と
残
念
な
結
果
で
し
た
。

‐２
月
“
日

日^
）
に
　
日
野
　
国
立

忘
年
囲
碁
大
会
を
曰
野
勤
労
青
年
会
館

で
実
施
。
Ａ
ク
ラ
ス
　
仲
林
三
段

（曰

野
）

Ｂ
ク
ラ
ス
　
大
賀
二
段

国^
立
）

Ｃ
ク
ラ
ス
　
大
高
３
級

（日
野
）
が
優

勝
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
二
次
会
で

お
酒
を
飲
み
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と

一
日
楽
し
み
ま
し
た
。

日
野
　
国
立
稲
石
会
は
　
毎
月
３
回

土
曜
日
に
国
碁
会
を
開
催
――
　
昨
年
は

丸
竹
六
段
と
大
高
び
級
が
新
入
参
加
し

ま
し
た
。

（“
　
文
　
市
野
誠

一　

コウ

家族揃つて楽しい芋掘り
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◆
会
員
の
動
き

＾
新
入
会
員
》

山
田
　
僣
明

小
川
　
光

一

岡
本
　
　
康

近
江
　
道
之

大
高
　
秀
樹

丸
竹
　
洋
三

齋
読
　
８
典

＾
退
会
会
員
）

古
恵
良
８
明

松
島
　
義
夫

林
　
　
洋
介

佐
々
本
市
郎

前
谷
　
雅
子

４４
理
工
　
機
械

”
理
工
　
電
気

∞
政
経
　
経
済

″
文
　
　
英
文

４３
理
工
　
機
械

”
理
工
　
電
通

平
“
文
　
東
洋
史

小 ■ 新 黒 深
栗 居 田 澤 江

章  道 正
弘 篤 嗣 邦 保

一――一―― 《日野稲門会現役員》――………― ¨¨¨‐■今年度の行事予定■ ‐………

人

生
羽
場
　
左
近

（平
３
　
社
学
）

人
生
は
日
々
新
た
な
出
会
い
で
あ
る
。　
地
図
と
磁
石
頼
り
の
藪
山
歩
き
の
醍
醐

私
は
還
暦
を
自
前
に
　
第

一
文
学
部

　

味
を
教
示
頂
い
た
０
川
貞
三
兄
。

の
娘
に
続
い
て
学
士
入
学
生
と
し
て
　
　
　
山
ふ
と
こ
ろ
こ
と
し
も
こ
こ
に
り
ん

社
会
科
学
部
を
卒
業
し
た
。
地
元
国
立
　

だ
う
の
花

（山
頭
央
）
と
　
能
筆
賀
状

稲
門
会
へ
の
規
子
で
の
初
の
出
席
で
は

　

の
中
山
龍
夫
兄
　
凛
泊
の
乞
食
俳
人
を

新
婚
夫
妻
か
と
思
い
違
い
さ
れ
て
い
た
．　
思
慕
し
つ
ヽ
共
に
く
だ
っ
た
晩
秋
の
南

日
野
稲
門
会
と
の
縁
は
　
“
年
前
の
　

大
苦
薩
連
嶺
　
。
下
山
後
の
乾
杯
を
常

当
会
か
ら
国
立
会
へ
の
山
行
の
呼
び
か
　

と
し
た
山
男
達
も
い
ま
は
亡
い
。

け
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
正
規
会
員
と
　
　
私
は
白
秋
や
藤
村
の
詩
に
な
る
童
謡

し
て
認
知
を
頂
い
た
後
も
　
諸
兄
は
老

　

や
抒
情
歌
を
好
み
　
歌
う
会
で
大
い
に

い
た
若
輩
に
実
に
寛
容
。
さ
す
が
名
実

　

楽
し
ん
で
い
る
。
時
に
は
北
高
尾
丘
陵

共
に
天
下
の
ワ
セ
ダ
マ
ン
で
あ
る
。
　
　
　
を
訪
れ
　
悲
運
の
城
主
北
条
氏
照
公
に

慣
れ
と
は
厚
か
ま
し
い
も
の
で
　
安

　

想
い
を
馳
せ
独
り
０
ず
さ
み
　
し
ば
し

住
の
場
を
得
た
現
在
　
野
球
　
ラ
グ
ビ

　

都
塵
の
喧
蹂
を
忘
れ
る
。

―
　
山
　
歌
と
趣
味
も
多
岐
に
わ
た
り
　
　
古
希
を
過
ぎ
て
久
し
い
が
　
様
々
な

同
好
の
士
の
好
意
に
甘
ん
じ
て
い
る
。　
　
出
会
い
に
胸
躍
る
感
謝
の
日
々
で
あ
る
。

Ｏ
Ｏ
●
●
●
●
０
０
０
●
０
●
０
●
●
●
●
●
０
●
０
●
０
●
●
●
０
●
０
０
０
０
０
０
０
０
０
●
Ｏ
Ｏ
Ｏ
●
０
●
０
●
０
０
０

０
０
０
０
●
０
０
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
０
９
０
０
●
●
●
●
●
●
●
０
●
０
０
０
０
０
０
０
０
●
０
０
０
●
０
●
０

有
望
選
手
の
加
入
で
沸
い
た
神
宮
の

日
†
厘
戦
野
球
　
「紺
碧
の
売
置

を
熱
唱
。

酷
寒
　
ス
キ
ツ
ト
ル
片
手
に
特
等
席

か
ら
の
大
学
ラ
グ
ビ
ー
決
勝
戦
　
勝
関

の
興
査
冷
め
や
ら
ぬ
う
ち
に
聴
く

「荒

ぷ
る
」
の
斉
唱
。　
一
瞬
の
感
動
が
若
さ

を
喚
起
し
　
勝
利
の
美
酒
に
誘
う
。

山
や
歌
の
面
々
も
多
士
済
々
で
あ
る
。

い
よ
い
よ
当
会
に
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
開
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
の
発
展
は
め
ざ
ま
し

く
　
単
な
る
通
信
の
道
具
か
ら
　
さ
ま

ざ
ま
な
生
活
の
場
面
で
無
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
と
く
に

当
会
の
よ
う
な
同
好
会
に
お
い
て
は

情
報
共
有
に
よ
り
会
員
間
の
結
び
つ
き

を
高
め
　
ま
た
会
員
外
に
情
報
発
信
す

る
こ
と
に
よ
る
会
の
存
在
を
示
す
た
め

に
　
必
須
の
も
の
で
す
。

当
会
で
も
　
従
来
か
ら
そ
の
必
要
性

を
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
　
こ
の
ほ

ど
よ
う
や
く
開
設
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
は

，
＞
ａピく
，
一⊃
〇
０̈
３つ〇
⊃
え
０
一０
「０
　
アヽ
オソ
。

ｑ
Ｏ

は
　
非
営
利
団
体
に
与
え
ら

れ
る
識
別
子
で
す
。
会
社
や
商
業
用
の

ｏ
ｏ
３
で
は
　
当
会
に
ふ
さ
わ
し
く
な

い
の
で
、
右
の
よ
う
な
ア
ド
レ
ス
に
し

ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
は
　
行
事
予

定
　
総
会
　
収
穫
祭
　
ま
た
８
サ
ー
ク

ル
の
計
画
と
活
動
記
録
を
掲
載
し
　
会

員
相
互
間
の
連
絡
の
た
め
　
掲
示
板
も

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

『曰
野

稲
門
会
報
』
の
パ
ツ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
た
び
私
が
　
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
の

管
理
人
を
お
お
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
情
報
を
常
に
更
新
す
る
こ

と
に
よ
り
　
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
生
き

た
ホ
ー
ム
ヘ
ー
ジ
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
記
事
提
供
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
連
絡
先
は

Ｑ
Ｆ
み
Ｊ
民
ｏ
〓
ω
Ｏ
Ｊ
ｏ
三
ｏ
え
〓
０
″
Ｏ
ｏ
ヨ

で
す
。

６
月
η
日

　

ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会

´
　
∞
日

　
春
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

′
　
３‐
日
　

早
慶
戦
を
応
援
す
る
会

６
月
―
曰

　
バ
ー
ド
ウ
オ
ツ
チ
ン
グ
会

´
　
７
日
　

首
都
日
早
稲
田
囲
書
祭

０
月
２９
日
　

第
２９
回
総
会
　
懇
親
会

９
月
”
曰

　

ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会

知
月
３
曰

　

秋
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

１１
月
１
日
　

早
曖
戦
を
応
援
す
る
会

′
　
２
日
　

秋
の
収
種
察

（■
掘
リ
ム
〓

′
　
”
日
　
バ
ー
ド
ウ
オ
ツ
チ
ン
グ
会

″
　
８
日
　

口
野
荒
ぶ
る
会
（早
慶
戦
）

′
　
鉤
日

　

ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会

‐２
月
７
日
　

曰
野
荒
ぶ
る
会
（早
『
戦
）

″
　
”
日
　

曰
野

国
立
合
曰
囲
暮
会

３
月
１４
曰

　

ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会

´
　
‐４
曰

　

日
野

□
立
合
同
囲
碁
会

※

曰
野
稲
ろ
会
は
毎
月
３
□
土
曜
日
に

歌
う
会
は
　
毎
月
第
１
水
曜
曰
に
開
催
．

も
誉
会
長

　

２
体
育
　
千
日
　
一
ｏ
郎

＾
一
　
長
　
　
　
”
専
政
　
ス林
田
　
治
夫

副
会
長
　
　
　
％
法
　
　
嶋
日
　
宮
次

″
　
　
　
　
　
∞
商
　
　
木
村
　
一二
郎

″
　
　
　
　
　
Ｍ
商
　
　
英
　
　
　
武

″
　
　
　
　
　
昴
教
育
　
山
内
　
ユ
一
男

螢
¨
事
　
監
査

∞
商
　
　
石
坂
　
松
男

′　
　
　
　
　
”
政
経
　
一
一
原
　
　
正

′
　
　
　
　
　
¨
文
　
　
市
野
　
誠

一

′　
　
　
　
　
“
政
経
　
早
川
　
圭
”

′
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◆
訃
　
報

当
会
々
員
の
中
居
篤
さ
ん

（３４
　
商
）

が
、
昨
年
２
月
２
１１
に
急
遊
さ
れ
ま
し

た
。
，
■
７２
戯
●

中
＝
さ
ん
は
、
ゴ
ル
フ
同
好
会
に
所

属
さ
れ
、
こ
人
よ
で
，
ロ
コ
ン
ペ
に
参

加
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
コ
ン
ペ
の
様

子
に
つ
い
て
、
　

昨
年

の
会
報

（第
“

〓
）
に
　
軽
妙
な
タ
ッ
チ
の
文
市
を
寄

稿
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
証
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。


